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価電子帯の間のdirectbandgapは約 15meV,indirectoverlapping は約 40
mev の小ささであり,実現可能な強度の磁場あるいは圧力でもってこれらを消したり








































































250程度の試料で も,ある場合には (それは異なる装置で引き上げた単結晶であった )
幸運にも巨大量子減衰の峰値にきわめて異常な温度依存性が現われ,またある場合には
その異常性はそれほど顕著でないことを見出したからである｡
そのような異常温度依存性を除外して正常な振舞に限ってみた場合,試料によって減
衰の峰値に大小を生ずるのは主として試料純度 (化学的不純物よりはむしろ物理的不純
物物 )の違いに起因するランダウ準位幅の相異による｡われわれの得た印象 (断定する~
前にもう少し研究してみたい )によれば,転位等の物理的不純物は磁場零もしくは弱磁
場領域の電気抵抗には小角散乱のセンターとして働き,ほとんど抵抗に寄与しないが,
強磁場ではそのような低密度の転位も軌道の量子化に対 して,Pippardの言葉を借 りれ
ば, havocを与えることになる｡実際,ごく最近の一二の例を除いて,誰がどんなに注
意して試料を作っても, deHaas-vanAlphen効果の振幅の解析から得た電子緩和時
間 ではどの金属の場合でも-･10~12sec と大変短いのであるが,電気抵抗からは約2桁
大きいT～10-10secが得られているのである｡この転位はBiにおける巨大量子減衰
そのものにはde‖aas-YonAlphen効果ほど著しい効果を与えないが (前者からは後
者の値の約 100倍すなわちT～10-lOs｡Cが得られ,この事実自体がまだ解けていない
興味ある問題である),エキシトニック相には恐ろしく悪い影響を与えるように強く感
じられるのである｡例えばたった数回の室温 ･液体He温度間の熱的循環は相転移の観
測を不能にしてしまうのに充分であるように思われる｡このことは何もェキシ トニック
相の現象が試料純度に敏感に依存する特殊な現象であることを意味しているのではなく,
普遍性 を示すには現在の結晶作成技術があまりに拙劣である (必ずしも我々の所だけで
ない )ことを意味していると私は考えたい｡
6.実験家と理論家の蘭の交流について
今回のアンケー トは一部には理論と実験とのより盛んな交流を目指 してなされたもの
と思われる｡私の実験研究の歴史はそれほど長くはないけれども,協力者とともに九大
で始めたB-iにおける巨大量子減衰の研究 (発表が1年早ければこの種の実験的研究に
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関する最初の論文となったのにちょっと残念 )は直ち古手九大の理論グループが関心を示
して deformationfX)tentialの異方性その他の論文として稔らせ,また電子 一正孔系
の異常吸収に対しては東北大学 ･九州大学の理論グ′レ-プが直ちに取 り上げ強磁場中の
ユキシ トニック相の理論として展開された｡特に後者の場合,福山秀敏氏ははるばる九
大まで来られこちらの長井達三氏と協同して仕事を完成された｡その間私も協力者であ
る坂井武君も福山さんから教えられる点がずい分多かったことを大変有難 く思っている｡
自国の理論家がまず関心 を示 して下さるということは実験結果を生み出す側としては大
変嬉 しいことであり,私は常にそうした理論家に巡 り合わせてきた幸運に感謝している｡
なおついでに申せば,私自身もまたできるだけ理論の方が興味を抱いてくれるよう折
に触れ計画を再検討 しているのであるOと言うのは～実験結果もしくは計画の対象とな
るように整理することは自己評価をする上で大変有用であると常々思っているからであ
る｡来るべき数年間は現在の課題に傾倒する積 りでおり,理論の方にとって多分興味の
ある事実を生み出すことができると信じている (初めに述べたこととは裏腹なことを述
べていることになるが )｡そんな訳で,これからもこれまでと同様に理論家のどなたか
が関心をもって下さるものと私は期待しているのであり,はるばるこちらに出向いて下
さる方があれば最大限の歓迎をしたいと思っている｡
7.おわりに
日頃感じている今後にかける期待とその実現を計るにあたってq)当面の問題,それに
過去の反省等を雑然と並べたてたので,主尾一貫していない面があったかもしれない.
重ねて強調したいのは,私どもとしてはアイディアの貧困に悩む以前に,tryするため
の液体Heの代金 ･工作代金にも泣かされているのであり,着実に発展させるための確
実に入る経常費がもう少 し何とかならないものかと, ｢物性研究｣の読者には全く予想
外のことをも考えていることも御理解頂ければ幸いである｡
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